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問題１ 

(1.1)  0 

 

(1.2)   
𝟏

𝑪𝒑
(
𝟐𝒂

𝑹𝑻
− 𝒃) 

 

(1.3) 𝑻𝐈𝐍𝐕 =
𝟐𝒂

𝑹𝒃
 

 

(1.4) 𝑻 < 𝑻𝐈𝐍𝐕のとき、𝝁𝐉𝐓 > 𝟎 

𝑻 > 𝑻𝐈𝐍𝐕のとき𝝁𝐉𝐓 < 𝟎 

エンタルピー一定の条件では、𝝁𝐉𝐓 = 𝐝𝑻/𝐝𝒑である。圧力低下では、𝐝𝒑 < 𝟎であり、

冷却される条件𝐝𝑻 < 𝟎には、𝝁𝐉𝐓 > 𝟎が必要である。よって、気体が冷却されるのは 

𝑻 < 𝑻𝐈𝐍𝐕の温度領域である。 

 

 

問題２ 

(2.1)   ∆𝑻 = (
𝑹𝑻∗𝟐

∆𝐯𝐚𝐩𝑯
)𝒙𝐁  

沸点 𝑻∗ が高く，蒸発エンタルピー∆𝐯𝐚𝐩𝑯 が小さい溶媒 

 溶質のモル分率 𝒙𝐁 を大きくする 

 

(2.2)   液体混合物の組成：𝑥A = 𝟎. 𝟔𝟔𝟕、𝑥B = 𝟎. 𝟑𝟑𝟑 

 蒸気組成：𝑦A = 𝟎. 𝟖𝟏𝟓、𝑦B = 𝟎. 𝟏𝟖𝟓 

 

(2.3)  𝟐𝟏. 𝟔 

 

 


